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約
80
㌧
の
共
販
量
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

２
月
中
旬
よ
り
出
荷
が
始
ま
り
、
県
内
や

東
京
市
場
に
向
け
出
荷
さ
れ
、
３
月
上
旬

ま
で
続
く
。

　

南
会
長
は
「
今
年
度
の
な
ん
ぐ
う
地
区

の
タ
ン
カ
ン
は
味
に
コ
ク
が
あ
っ
て
今
ま

で
作
っ
て
来
た
中
で
一
番
良
い
と
自
信
を

も
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
一
度
手
に
と
っ
て
味

わ
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
タ
ン
カ
ン
を
味
わ
っ
た
園
児

は
「
甘
く
て
お
い
し
い
。
ず
っ
と
食
べ
て

い
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
の
肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
１
月

18
日
、
２
０
２
４
年
子
牛
初
セ
リ
が
行
わ

れ
、
県
内
外
か
ら
購
買
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
の
平
均
価
格
は
51
万
８
６
９
４
円
で
、

最
高
価
格
は
雌
89
万
２
１
０
０
円
、
去
勢

１
２
６
万
６
１
０
０
円
の
値
が
つ
き
ま
し

た
。

　

セ
リ
開
始
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
の
下
小
野

田
組
合
長
が
購
買
者
や
生
産
者
へ
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
来
場
者
へ
は
緑
茶

と
「
安
寧
祈
願
」
の
餅
が
配
ら
れ
、
全
員

で
初
セ
リ
の
開
催
を
祝
い
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

18
日
の
セ
リ
で
は
雌
１
８
２
頭
、
去
勢

２
２
０
頭
の
計
４
０
２
頭
が
取
引
さ
れ
ま

し
た
。
取
引
総
額
は
２
億
８
５
１
万
４
９

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
な
ん
ぐ
う
地
区

果
樹
部
会
は
１
月
30
日
、「
２
０
２
４
年

度
な
ん
ぐ
う
地
区
果
樹
部
会
タ
ン
カ
ン
は

さ
み
入
れ
式
」
を
同
部
会
タ
ン
カ
ン
部
会

南
俊
昭
会
長
（
南
大
隅
町
根
占
地
区
）
の

園
地
で
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
や
つ
じ
み

保
育
園
の
園
児
な
ど
関
係
者
約
50
人
が
出

席
。南
会
長
や
園
児
ら
が
、た
わ
わ
に
実
っ

た
タ
ン
カ
ン
に
は
さ
み
を
入
れ
、
収
穫
を

祝
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
に
よ
る
と
今
年
度
産
は
台
風
や
ヒ

ヨ
ド
リ
に
よ
る
被
害
が
無
く
、
糖
度
が
平

均
11
・
７
度
、
酸
が
１
・
08
％
で
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
仕
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
24

年
度
は
生
産
者
36
戸
が
約
10
㌶
で
栽
培
し
、

０
０
円
。
20
日
ま
で
の
３
日
間
で
１
１
８

２
頭
が
セ
リ
に
か
け
ら
れ
、
取
引
総
額
は

６
億
２
６
３
５
万
４
３
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
は
１
月
18
日
、

鹿
屋
農
業
高
校
で
農
業
機
械
の
贈
呈
式
を

開
き
ま
し
た
。
同
校
と
Ｊ
Ａ
の
関
係
者
ら

10
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
肝

付
吾
平
町
の
畠
添
洋
平
組
合
長
が
増
永
泰

久
校
長
と
生
徒
の
代
表
者
ら
へ
乗
用
草
刈

機
１
台
と
刈
払
機
１
台
の
目
録
な
ど
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

同
校
へ
の
農
業
機
械
贈
呈
は
２
０
２
１

年
２
月
以
来
２
回
目
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

農
業
振
興
・
担
い
手
育
成
支
援
の
一
環
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
共
済
地
域
・
農
業
活
性
化
促

進
助
成
金
を
活
用
。
時
代
の
農
業
担
い
手

育
成
を
行
う
同
校
へ
の
寄
贈
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

増
永
校
長
は
「
生
徒
た
ち
も
喜
ぶ
。
受

け
取
っ
た
農
機
は
授
業
で
効
果
的
に
取
り

入
れ
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

贈
呈
式
後
、生
徒
が
下
小
野
田
組
合
長
・

畠
添
組
合
長
ら
へ
贈
呈
さ
れ
た
農
機
を
披

露
。
生
徒
は
「
早
く
使
っ
て
み
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
で
は
農
業
就
業
人
口
の
減
少

や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
後

継
者
や
新
規
就
農
者
の
確
保
な
ど
、
生
産

基
盤
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

初セリを祝う来場者

収穫したタンカンをＰＲする出席者

受け取った農機を喜ぶ生徒ら
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参
加
者
は
「
と
て
も
楽
し
く
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
た
。
体
を
動
か
す
こ
と
を

意
識
し
た
運
動
を
今
後
心
が
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
管
理
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

課
は
２
月
２
日
、
同
Ｊ
Ａ
本
所
と
リ
モ
ー

ト
で
Ｉ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
Ｄ
Ｘ
研
修
を

開
催
し
、
職
員
約
80
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
富
士
通
シ
ニ
ア
エ
バ
ン
ジ
ェ

リ
ス
ト
の
松
本
国
一
氏
を
招
き
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
職
員
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

る
目
的
で
す
。

部
根
占
支
部

の
川
邊
市
子

さ
ん
が
発
表
。

『
家
の
光
』

と
の
出
会
い

を
切
っ
掛
け

に
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
出

会
い
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
き
た
こ
と
を

語
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
国
立
大
学
法
人
鹿
屋
体
育

大
学
の
教
授
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ェ
ル
ス
ポ

鹿
屋
の
中
垣
内
真
樹
理
事
長
を
講
師
に
招

い
た
。
テ
ー
マ
は
「
歩
く
脳
ト
レ
運
動
〜

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
教
室
〜
」
で
、
脳
と

体
を
動
か
す
体
操
を
参
加
者
と
行
い
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
１
月
22
日
、

Ｊ
Ａ
本
所
で
第
４
回
家
の
光
大
会
を
開
き
、

Ｊ
Ａ
管
内
の
『
家
の
光
』
購
読
者
や
Ｊ
Ａ

の
役
職
員
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
で
は「
家
の
光
」

購
読
者
同
士
の
交
流
を
深
め
、「
愛
読
の

輪
」
を
広
め
よ
う
と
21
年
か
ら
同
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
家
の
光
普
及
・
文
化
活
動
功

労
者
と
し
て
同
Ｊ
Ａ
女
性
部
根
占
支
部
の

大
久
保
幾
美
支
部
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
昨
年
12
月
の

県
家
の
光
大
会
に
出
場
し
た
同
Ｊ
Ａ
女
性

　

研
修
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
社
会

に
お
け
る
心
構
え
や
世
界
の
様
々
な
分
野

で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
職
員
は
「『
デ
ジ
タ

ル
化
』
と
聞
く
と
難
し
く
感
じ
、
敬
遠
し

て
き
た
が
、
今
回
の
研
修
を
機
に
デ
ジ
タ

ル
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
で
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
や

Ｊ
Ａ
施
設
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
無

線
化
、
各
種
申
請
書
類
の
電
子
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
省
力

化
、
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
、
２
月
３
日
、

同
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
ど
っ
菜
市
場
で
「
福
福

豆
ま
き
祭
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
直
売
所
店
内
で
Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
寛

組
合
長
ら
が
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
声

を
出
し
な
が
ら
地
域
住
民
ら
約
２
５
０
人

に
向
か
っ
て
約
２
０
０
０
袋
の
福
豆
を
ま

き
ま
し
た
。
豆
が
ま
か
れ
る
た
び
、
参
加

者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
住
民
が
今
年
一
年

健
康
で
幸
せ
に
過
ご
せ
る
よ
う
同
直
売
所

を
中
心
に
企
画
。
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
住
民
ら
に
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
い
た
福
豆
は
、
１
月
下
旬
に
地
元
の

感謝状を受け取る大久保支部長

受講するＪＡ職員

記事活用体験発表する川邊さんスクエアステップに取り組む参加者
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生
徒
が
地
元
に
い
る
と
い
う
の
は
頼
も
し

い
。
将
来
は
地
域
で
活
躍
し
て
欲
し
い
」

と
生
徒
へ
語
り
ま
し
た
。

　

鹿
屋
農
業
高
校
畜
産
科
２
年
生
の
門
原

真
央
さ
ん
は
「
周
囲
に
『
お
め
で
と
う
』

と
言
わ
れ
て
受
賞
の
実
感
が
わ
い
た
。
今

後
、
先
輩
た
ち
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
技

術
を
後
輩
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

頂
い
た
牛
肉
は
生
前
の
顔
が
浮
か
ん
で
複

雑
な
気
持
ち
は
あ
る
が
、
と
て
も
お
い
し

そ
う
な
お
肉
に
仕
上
が
っ
て
い
る
の
で
、

お
い
し
く
食
べ
て
あ
げ
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

東
串
良
町
園
芸
振
興
会
女
性
部
は
１
月

24
日
、
鹿
屋
市
の
ホ
テ
ル
で
２
０
２
３
年

度
新
年
会
を
開
き
、
部
員
や
関
係
機
関
な

ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
同
会

は
４
年
ぶ
り
の
開
催
。

　

同
女
性
部
は
、
鹿
児
島
県
指
定
ブ
ラ
ン

ド
「
東
串
良
の
ピ
ー
マ
ン
・
き
ゅ
う
り
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的
で
、
レ
シ
ピ
開
発
や
試

食
宣
伝
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
女
性
部
の
野
﨑
洋
美
部
長
は
「
昨
年
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
へ
移
行
し
、

各
地
で
の
試
食
宣
伝
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
販
売

促
進
活
動
を
積
極
的
に
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。今
後
も
東
串
良
の
ピ
ー
マ
ン
・

き
ゅ
う
り
を
更
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

東
串
良
支
所
広
報
委
員　

蛭
川

神
社
で
厄
払
い
や
無
病
息
災
を
祈
願
し
た

も
の
。そ
の
う
ち
約
１
０
０
袋
に
は
、ど
っ

菜
市
場
の
商
品
と
引
き
換
え
る
シ
ー
ル
を

貼
り
付
け
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
来
場
者
は
「
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
来
た
。
福
豆
を
拾
う

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
と
Ｊ
Ａ
肝
付
吾

平
町
は
２
月
６
日
、
第
７
回
和
牛
甲
子
園

で
初
の
総
合
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
県
立
鹿

屋
農
業
高
校
の
生
徒
を
祝
お
う
と
、
同
校

で
記
念
品
の
贈
呈
式
を
開
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

の
下
小
野
田
寛
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
肝
付
吾
平

町
の
畠
添
洋
平
組
合
長
か
ら
大
会
に
出
場

し
た
生
徒
６
人
へ
「
祝
第
７
回
和
牛
甲
子

園
日
本
一
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕
と
鹿
児

島
黒
牛
リ
ブ
ロ
ー
ス
６
㌔
㌘
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

牛
肉
は
生
徒
が
同
大
会
へ
出
品
し
、
枝

肉
部
門
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
も
の
。

生
徒
に
大
会
で
の
評
価
を
実
感
し
て
も
ら

お
う
と
、
大
会
後
東
京
市
場
で
競
り
に
か

け
ら
れ
た
枝
肉
を
購
入
し
た
企
業
か
ら
、

県
経
済
連
を
通
じ
て
２
Ｊ
Ａ
が
取
り
寄
せ

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
の
下
小
野
田
組

合
長
は
「
今
回
の
受
賞
は
地
元
の
和
牛
農

家
に
も
元
気
と
勇
気
を
与
え
る
ニ
ュ
ー
ス

だ
と
思
う
。
こ
ん
な
優
秀
な
技
術
を
持
つ下小野田組合長㊧から牛肉を受け取る門原さん

福豆に手を伸ばす来場者

和牛甲子園総合優勝を喜ぶ生徒ら

今年度の目標を語る野﨑部長
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系
統
養
豚
部
会
の
活
動
に
大
き
く
貢
献
し

て
頂
い
た
労
を
労
い
ま
し
た
。

　

会
員
が
一
堂
に
会
し
た
こ
と
か
ら
、
養

豚
経
営
に
関
す
る
話
題
や
近
況
な
ど
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
話
に
花
が
咲
き
、
会

員
同
士
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
樋
脇
光
明
会
長
は
、「
厳
し

い
養
豚
情
勢
の
中
だ
が
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
乗
り
越
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
語

り
ま
し
た
。

本
所　

養
豚
部
広
報
委
員　

立
山

　

き
も
つ
き
養
豚
生
産
部
会
は
、
２
月
８

日
に
鹿
屋
市
内
で
新
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

昨
年
は
佐
賀
県
で
の
豚
熱
の
発
生
を
受

け
、
部
会
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、

す
べ
て
の
農
家
が
ワ
ク
チ
ン
の
一
斉
接
種

を
終
了
し
た
２
月
に
入
っ
て
か
ら
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
会
に
は
会
員
や
会
員
家

族
、
来
賓
合
わ
せ
て
44
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

会
で
は
、
昨
年
12
月
に
惜
し
ま
れ
つ

つ
も
廃
業
さ
れ
た
会
員
の
牛
留
道
夫
さ

ん
（
鹿
屋
市
）
へ
部
会
よ
り
花
束
と
感
謝

状
を
贈
呈
。
永
年
に
わ
た
る
肉
豚
生
産
や
、

新年会に参加した会員ら

きもつきNEWS
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Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

企
画
広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
１ 

― 

４
７
４
６
ま
で

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
は
２
月
17
日
、
会
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
、
志
布
志
市
の
観
光
農
園
で

親
子
い
ち
ご
狩
り
を
開
き
、
親
子
６
組
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

甘
い
匂
い
の
漂
う
ハ
ウ
ス
内
で
甘
い
い
ち

ご
を
摘
み
取
り
な
が
ら
食
べ
、
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
戸
口
田
さ
ん
は
「
今
回
は
い

ち
ご
狩
り
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
次
回

計
画
す
る
時
は
１
日
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

で
き
る
よ
う
な
行
程
に
し
て
、
会
員
が
増
え

る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
２
月
、
祓
川
、

谷
田
、
重
田
の
３
地
区
で
お
じ
ゃ
ん
せ
（
ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
恒
例
の
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
作
り
と

間
違
い
探
し
な
ど
の
脳
ト
レ
を
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
手
巻
き
寿
司
と
あ
お
さ
汁
。
手

巻
き
寿
司
は
カ
ニ
カ
マ
や
き
ゅ
う
り
、
た
ま

ご
、
シ
ー
チ
キ
ン
な
ど
自
分
の
好
き
な
具
材

で
巻
き
ず
し
を
作
り
ま
し
た
。「
今
年
の
恵
方

は
ど
っ
ち
だ
っ
た
け
？
」
と
恵
方
を
探
し
な

が
ら
の
に
ぎ
や
か
な
昼
食
に
な
り
ま
し
た
。

祓川地区

@@jakimotsuki@@ kimotsukija

Instagram Twittererer

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉

　２月子牛せり市に

ついては、新規の購買

者が来場したことで

市場に活気があり、平

均価格587,402円（税

込）、前月比 45,104

円上げの相場となり

ました。

　季節の変わり目で

体調管理の難しい時

期ですので、疾病対

策に取り組みながら

商品性向上に努めま

しょう。

２月分 畜産情報
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氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

カ ズ ノ コ ウ ム

ガ イ ド コ タ ツ

ク ヒ ホ ウ キ

ツ ユ ハ ラ イ

エ キ バ チ カ

ヒ ダ リ フ ネ ン

メ シ イ デ ン シ

〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
②　 歌のうまさを競うイベント
⑤　 釣りで使う擬餌針のこと
⑦　 舌で感じ取るもの
⑧　 日本一高いものは 3776 ｍあ
ります

⑨　 「峠の＿＿」は群馬県・ＪＲ
横川駅の名物駅弁です

⑪　 人や車が行き来する道のこ
と

⑫　 このような役を演じられる
とは役者＿＿に尽きます

⑭　 ものを記憶する器官
⑮　 ホルスタイン、ジャージー
といえば

⑯　 寄せ書きに使ったりサイン
をもらったり

⑰　 ホワイトデーに贈ることも
ある、ふわふわと軟らかい
お菓子

ヨコのカギ
①　 ３月下旬から４月上旬まで
の学校の休暇

②　 イエスの反対語
③　 俳句や和歌で規定より音数
が多いもののこと

④　 いいかげんなことはしませ
ん

⑥　 海に潜って貝などを採りま
す

⑨　 どこからか梅の花の＿＿が
漂ってきた

⑩　 卒業生が校長から卒業＿＿
を授与された

⑪　 捕手とバッテリーを組みま
す

⑬　 原稿＿＿、投票＿＿
⑭　 雨宿りのときに借ります
⑯　 姫路や彦根、松本のものが
有名

クロスワードパズルの答え（2024 年３月号）

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

● ９/16 オープンの「LUANA CAFE」
の新鮮なジュースを楽しみに行き
たいと思います！
　　　　　　　　（鹿児島市・60歳）
〇  LUANA CAFE では、季節のジュー
スのほか、どっ菜市場店内で手作
りのスイーツを販売しています！
見かけたらお試しくださいね !!
● どっ菜市場のイベントが沢山あるのにびっくりしました。
　 今年は私もできるだけ足を運び、参加したりレストラン
利用したいと思います。　　　　　　　（東串良・75歳）
〇 どっ菜市場では、ＪＡ鹿児島きもつきやどっ菜市場主催
のイベントのほか、様々な団体によるマルシェや展示会
など開催されています。どっ菜市場に掲示されているポ
スターなどイベント情報は要チェックですよ！
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

１． 令和６年度事業計画文書編（案）について
２． 令和５年度債権直接償却について
３． その他

✂

✂

❶
❷ 

❶
❸ ❶
❹ ❸

❶

　３月 14 日はホワイトデーですね。２月 14 日
のバレンタインデーのお返しの日とされるホワイ
トデー。実は日本発祥というのはご存じですか？
　東アジアの一部以外の世界各国ではこういった
習慣はないそうです。
　ホワイトデーの起源はさまざまあるようです
が、バレンタインデー同様きらきらしたお菓子な
どを見ているだけでも楽しいので、つい売り場を
覗いてしまいます。
　案外知らないイベントの起源。調べてみると面
白いかもしれませんね！

　

表
紙
は
１
月
30
日
に
根
占
地
区

で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
２
４
年
度

な
ん
ぐ
う
地
区
果
樹
部
会
タ
ン
カ

ン
は
さ
み
入
れ
式
」の
一
場
面
で
す
。

　

つ
じ
み
保
育
園
の
園
児
さ
ん
た

ち
が
、
お
揃
い
の
ツ
ナ
ギ
を
着
て

会
場
に
到
着
す
る
と
「
オ
レ
ン
ジ

色
で
タ
ン
カ
ン
の
は
さ
み
入
れ
に

バ
ッ
チ
リ
映
え
る
ね
。
か
わ
い
い
」

と
大
好
評
。

　

生
産
者
の
方
か
ら
収
穫
の
仕
方

を
教
わ
っ
て
作
業
を
し
た
後
、
タ

ン
カ
ン
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

※
は
さ
み
入
れ
式
の
模
様
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
誌
２
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　１月26日に第 11回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。
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